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子供の頃、ほぼ毎日を川で遊んで過ごしていました。川と言っても清流ではなく淀川です。当時、

大阪の守口市というところに住んでいて、遊び場が淀川の河川敷でした。近年の河川敷は公園の

様に平たく整備されている場所が多いのですが、当時遊び場にしていた淀川にはそんなところは

あまりなく、子供の頃の自分にとっては自然がたくさん残されている広大な川でした。苔に覆わ

れた石垣の少し小高い堤防を登って川辺に降りると、一面に葦が繁り、その隙間からいくつもの

ワンドが見えます。そのワンドが絶好の遊び場でした。毎日、学校が終わってからは釣り竿を担

いで通っていました。日曜日は朝から行きます。ワンドにもんどりを仕掛けておき、しばらくし

てから引き上げると、当時でも数が少ないといわれていたイタセンパラや手長エビが入っていま

した。時には水辺に大きなウナギの姿を見ることもありました。モロコやオイカワがよく釣れま

したし、フナ、コイなどは持って帰っては家の水槽で飼っていました。当時、決して水がきれい

ではなかったのですが、夏場には何度か泳いだこともありました。今回ご紹介する「日本の川を

旅する」は、日本全国の川をカヌーで下りながら旅する野田知佑さんのエッセー集です。野田さ

んは日本におけるリバーカヤックの先駆者で、日本だけではなく世界中の川をカヌーで下る旅を

し、それらの体験を記したたくさんの著書を出版されています。この「日本の川を旅する」は、

野田さんがまだ若かりし頃の二作目の作品です。カヌーで日本の様々な川を下り、目にした風景、

出会った人々、その土地に対して感じたこと、そして世の中に対して思うことを詩のような言葉

で表現しています。読み進めると、短い言葉の行間に想像が膨らみ、頭の中に様々な川の情景が

浮かび上がります。野田さんは自然を愛し、尊敬し、そして一人の人間として自然に対等の立場

で対峙します。カヌーで川を下るうちに、自然と一体化するような感覚を感じ、それを表現して

います。「川の上にいる時の自由の感覚、開放感を陸にいる人に説明するのは難しい。この目前に

ある自然や時間はすべてわれわれだけのものであった。（釧路川：北海道）」「都会にいる時にあっ

た卑小な感覚、感情、思考は、川の流れにこそぎ落とされ、風化して、今、体の中に残っている

のは生きるために最低限必要な、基本的なものだけだ。（江の川：広島県）」「白く波立つ難所を行

く時の恍惚と不安。そして、漕ぎ抜けた後の高揚と虚脱。（江の川：広島県）」

「こうして釧路湿原の只中に身を置いて、ひしひしと感じるのは強烈な野の気配だ。この沈黙の

雄弁さ。（釧路川：北海道）」川を旅しながら、現地の人々ともたくさん触れ合います。

そういった交流も川旅の貴重な体験であり醍醐味です。

の姿を感じ取ります。「夕暮れの川原で、火の前に座り込み、見知らぬ人と心を開いて酒を酌み交

わすこと、これも川旅の楽しさの一つだ。（長良川：岐阜県）」

通じて、そして人を通じてその土地
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「上流では川も山も美しく、人情もいい。下流になると川の水は汚れ、自然は衰弱し、人情が

荒くなる。これが日本の川のだいたいのパターンだ。（雄物川：秋田県）」

その土地の人たちから、山々の木の伐採が進み、それによって川の姿が変わっていくという話

を耳にし、自然のバランスが人間の手によって崩されていっていることを伝えます。

「山に木がなくなると川の水は枯れる。山はすなわち川なのである。（釧路川：北海道）」

東京の多摩川を下った時は、汚れた水に変わり果て自然を失った様子に言葉を失いつつ、

本来の川の姿に思いを馳せます。「流れにつき出した岩の線が美しい。細い空を横切って揺れ

る吊り橋。水さえ無ければ、多摩川は素晴らしい川だ。（多摩川：東京都）」野田さんにとっ

て川は自分が育ち、そして生きていく上で欠かせない場所です。でも現代の多くの人々は、

川を危険な場所と断じて関わりを持たないようにしていると訴えます。「日本人が川を危険だ

と叫び始めたのはいつの頃からだろう。そして、今や人々は川に関して赤子の如く無力で無

知になってしまった。（江の川：広島県）」「都会人間は増水した川を見て「恐ろしい」としか

感じないが、田舎の人間は「魚を獲る絶好のチャンス」と考える。その違いだ。

(長良川：岐阜県）」「川原で数人の少年が相撲をとっているのを見つけた。昨今の日本の川に

はこういう楽しい風景が不足している。学校や親たちが子供が川の近くに行くことを禁じて

いるからだ。（川内川：鹿児島県）」日本の川のほとんどにはダムが存在します。国はダムを

造ることによって地域の安全と発展につながると称して開発を進めます。でも、その裏では

たくさんの大切なものが失われている現状に警鐘を鳴らします。

「こうして、日本で唯一残された、美しい自然のままの川が消滅する。（長良川：岐阜県）」

「最も大きな変化はダムの莫大な補償金が村に落ち、村人の人情が変わってしまったことだ

ろう。ダム建設の札束旋風以後、村の中が何かギスギスしたものになった。それまでの連帯

感や心の交流がなくなったような気がする。（熊野川：奈良県）」「源流部に新しくダムをいく

つか作り、近県に水を送る計画も進められている。川の水は今後、もっと少なくなり、汚染は

急速に進むだろう。筑後川は死ぬのである。荒川や多摩川のように。（筑後川：大分県）」

そうして、ほとんどの川旅の最後では、自分が愛した日本の川の本来の姿が徐々に失われてい

る現状を嘆きます。「日本の川を行くのは哀しい。それは失われたものへの挽歌を聴く旅だ。

どこの川に行っても「昔はこんなものじゃなかった。もっと美しかった」という嘆きの声を

耳にする。（吉井川：岡山県）」私が子供の頃に遊んだ淀川は、私の思い出の中では美化されて

いますが、きっと本来の川の自然の多く失っていたのだと思います。そんな自分にとって、

この本を読み返す度に様々な川の自然の景色が浮かび上がります。でもそれと同時に、川の

自然が失われていく現状に対して切ない思いを抱きます。巻末の解説での椎名誠さんの言葉に、

淀川がどんな川であれ、やはりそこで育った自分にとっては貴重な場所だったのだと少し救わ

れた気持ちになります。「我々が少年だった頃は誰もがそうやって空や地面や水の中を自分の

ものにしていたのだ。」淀川で子供の頃を過ごした自分にとって、この本は何度読み返しても、

いつも色々な感情を呼び起こします。それは川で過ごした時間の楽しさであったり、自然への

憧れであったり、人工的な川の姿への哀しさです。今でもそんな気持ちを思いだし、子供の頃

に過ごした時間を蘇らせてくれる、この本は私にとってこれからも、そしていつまでもとても

大切な一冊です。



   

 

 

の表示があれば、他大学紀要などの論文も閲覧・複写は可能!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

    

 

 

 

 

     図書館ホームページのトップ画面にある『畿央大学機関リポジトリ』バナーから 

アクセスできます。 

 図書館のホームページから、           をクリックする 
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① の画面で巻号を選択 

② の画面になるので必要な論文の pdf をクリックすると 

論文をみることができる 

 

 

 

               

  

 

 

 

 

    

 

 

 

大学や研究機関に所属する教員や研究者によって、執筆

された紀要等を電子化にして登録し、検索と閲覧を可能

にするデータベースのこと 

 

インターネット上から畿央大学が発行する 

『畿央大学紀要』に掲載された論文を 

PDF 形式で閲覧できます 

※14 巻 1 号（2017 年 6 月）以降 

 

リポジトリ 

クリックすると、論文を読むことができる！ 

 

★ CiNii、Google Scholar から論文を検索して、PDF で閲覧することができます！ 

で畿央大学紀要の論文を検索すると ※ 

どうやって利用できるの？ 



 

4 月･5 月『今日のランチはこの一冊。』 

6 月･7 月『Cats and Dogs』 

8 月『雨、日差し、さんさんと』 

9 月『そうだ、ちょっと出かけてくる。』 

10 月『紅く、染める。』 

11 月『青い、蒼い、碧い。』 

12 月･1 月『現実
ﾘ ｱ ﾙ

は幻 想
ファンタジー

よりも奇なり。』 

2 月･3 月『なつかしい気配に誘われて』
 

2018年度テーマ 

図書の森 
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休館日や開館時間は変更される事があります。 

詳しくはホームページをご覧下さい。 
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9 - 20時

9 - 18時
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